
第
器
国

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

高
山
村
ふ
る
さ
と
祭
り

高
山
村
職
員
募
集

j
花
火
大
会
協
賛
金
に

第
器
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
次
の
と
お
り
行

わ
れ
ま
す
。

◇
公
示
日

7
月
4
日

(木
)

◇
投
票
日

7
月
四
日

(日
)

･
投
票
時
間

午
前
7
時
か
ら
午
後
7
時
ま
で

◇
投
票
で
き
る
人

平
成
5
年
7
月
授
臼
以
前
に
生
ま
れ
、
日
本
国
籍
を
有

し
、
平
成
第
年
4
月
3
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
高
山
村
の

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

◇
期
日
前
投
票

期
日
前
投
票
が
で
き
る
場
所
、
期
間
は
次
の
と
お
り
で

す
。

○
場
所

高
山
村
役
場

○
期
間

7
月
5
月
か
ら
7
月
即
日
ま
で

○
時
間

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
8
時
ま
で

※
投
票
所
入
場
券

各
世
帯
ご
と
に
郵
送
し
ま
す
。

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
は
、
早
め
に
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

投
票
所
及
び
投
票
時
間
は
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

※
不
在
者
投
票

指
定
病
院
等
に
お
け
る
不
在
者
投
票
に
つ
い
て
は
従
来

ど
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

仕
事
の
た
め
に
村
外
へ
出
張
す
る
な
ど
の
場
合
に
は
、

高
山
村
以
外
の
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
手
続

き
等
に
つ
い
て
は
、
早
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い

合
わ
せ
ド
さ
い
。

ま
た
、
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
人
の
た
め
に
郵
便

等
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、

自
宅
等
で
記
載
し
た
投
票
用
紙
を
郵
便
等
に
よ
り
選
挙
管

理
委
員
会
に
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
に
は
、
選
挙
管
理

員
会
で
の
千
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
手
続
き

に
は
数
日
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
選
挙
管
理

委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

高
山
村
選
挙
管
理
委
旨
姿

(役
場
総
務
課
内
)

管
6
3
-
2
1
1
1

高
山
村
で
は
、
平
成
26
年
度
に
採
用
す

る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

〔採
用
予
定
人
員
〕

一
般
事
務
･!
!
!
!
若
子
名

幼
稚
園
教
諭
i
i
!
1
名

〔受
験
資
格
〕

昭
和
創
生
4
月
2
u
か
ら
平
成
8
年
4

月
1
月
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校

を
卒
業
し
て
い
る
人
、
又
は
平
成
26
年
3
月

に
卒
業
見
込
み
の
人
。
た
だ
し
、
幼
稚
園
教

諭
に
つ
い
て
は
幼
稚
園
教
諭
資
格
を
有
す

る
か
、
取
得
見
込
み
の
人
。

〔試
験
期
日
@
内
容
〕

▽
第

一
次
試
験
9
月
22
日

(日
)

教
養
試
験

(職
員
と
し
て
必
要
な
一
般

的
教
養
･
知
識
･
知
能
に
つ
い
て
の
択

一
試
験
)

幼
稚
園
教
諭
試
験

(幼
稚
園
教
諭
と
し

て
の
必
要
な
専
門
的
知
識
･
技
術
な
ど

の
能
力
に
関
す
る
択
一
試
験
)

▽
第
二
次
試
験
10
月
下
旬

面
接
試
験
･
作
文
試
験
･
身
体
検
査

(第
一
次
試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
)

　
　　
　

バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル
(中
之
条
町
文
化
会
館
)

〔申
込
受
付
期
間
〕

｢中
込
用
紙
｣
は
、
役
場
総
務
課
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間
は
、
7
月
22
日

(月
)
か
ら

8
月
崎
臼

(金
)
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
受
付
時
間
は
午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
5
時
郎
分
ま
で
で
す
。
(土
曜
月
、

u
曜
円
、
祝
u
は
除
き
ま
す
。)

な
お
、
郵
送
で
の
申
し
込
み
も
簡
易
書

留
で
8
月
16
日

(金
)
の
消
印
の
あ
る
も

の
ま
で
受
付
し
ま
す
。

〔申
込
･
問
い
合
わ
せ
〕

高
山
村
役
場
総
務
課

鰡
6
3
ー
2
1
1
1

担
当

平
形

ご
協
力
く
だ
さ
い
i

｢高
山
村
ふ
る
さ
と
祭
り
｣
は
、

お
盆
に
ふ
る
さ
と
の
高
山
村
に
帰

っ
て
来
ら
れ
る
ご
家
族
や
お
友
達
、

村
民
皆
様
に
夏
の
風
物
詩
と
し
て

親
し
ま
れ
、
今
夏
で
鞘
国
u
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
皆
様
の
お
子
さ
ん
の
成

長
の
お
祝
い
、
ご
長
寿
の
お
祝
い
、

家
族
へ
の
感
謝
や
同
窓
会
等
の
記

念
に
花
火
大
会
に
ご
協
賛
戴
け
れ

ば
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。

ご
協
賛
戴
い
た
方
は
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
氏
名
･
コ
メ
ン
ト
を
掲
載

し
、
花
火
打
ち
上
げ
の
際
に
場
内

放
送
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

ご
協
賛
戴
け
る
場
合
に
は
、
1

口
5
千
円
よ
り
受
付
致
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
役
場
地
域
振
興
課

へ
ご
連
絡
を
戴
け
れ
ば
、
こ
ち
ら

か
ら
お
伺
い
致
し
ま
す
。

◎
花
火
協
賛
金
の
お
申
し
込
み

高
山
村
役
場

地
域
振
興
課
ま
で

公
6
3
ー
2
1
1
1

〆
切

7
月
夏
日

(月
)

薹　　　　　　

ぐんま天文台夏祭り2 0 1 3
ぐ

や
影
望
け
台
あ

、
ち
撮
型
だ
文
が

は
き
真
人
た
天
見

に
ぶ
写
ん

い
ま
発

ら

い
念
ろ
み
ん
ぬ
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加
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んのゆるキャラ 3 体との記念写真撮影

会葬を参錘褻義務雙創砒拷嬉し,
く奪 き F思わぬ発見があ ･

広報等でも総理 き

天

o

ュ
る
室
高
用
ら

ま
す
チ
よ
教

、
便
な

ん
ま

マ
に
鏡

か
を
村

ぐ
し
ア

一
遠
ほ
｣
山

催

、
力
望

の
ね
高

　
　
　
　
　
　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　　　
　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　

　
　
　
　
　
　
　
　

月
を
遼
文

･

、
特

｢

7
台
望
大
星
ど
村
た

文

ア
金
な
山
し

學

I
- - を

‘‐･･.･･.･･･‘‐11′.
-こ

16歳未満は 1人につき33万円 ②16歳以上]9歳未満

は 1人につき12万円) を住民税課税所得から控除しし

う
該

末

が

方

準

ひ
限
代
負

偽

に
し

保

線

の
に

円

r

の

標

･
担
事
準
成

川
新

ミ

ニ{一口

0 短期被保険者証について
通常、 被保険者証の更新期間は 1年間ですが、 保

険料の滞納状況により通常より有効期間の短い被保

険者証を交付する場合があります。

が減額されたりします。 現在、 限度額適用 ･標準負

担額減額認定証をお持ちの方は、 有効期限が平成25

住民税非課税世帯の被保険者は限度額適用 ･標準

負担額減額認定証を保険医療機関で提示すると、 ひ
と月の同一保険医療機関等での支払いが自己負担限

一世帯に70歳から74歳の方がいる場合、 その方

被保険者の収入額合計が520万円末満

②被保険者が同一世帯に2 人以上で、 収入額合計が

520万円未満

①被保険者が同一世帯に 1人で収入額が383万円末

上記の判定で 3 割負f日に該当する方のう

平成24年) の収入額が次のいずれかに該

が

方

準

ひ
限
代
負

偽
に

し

･

r

の

標

、
担
事
準
成

川
新

ミ

ニ{一口合

そ

･
と
負
食
標

平
便

、

力

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

○限度額適用 標 準負担額減額認定証について

タ
ブ
レ
ッ
ト
無
料

体
験
教
室

o

′

合

,
と

負

も
概

、

.イ

.

、

総

額

、

て

用

る

己

の

･
が

御

て

ま

導

入

合

斎

い
適

す
目

き
用
眼

き

し

り

助

収

場
渦

額

示
が
と
適

期
続

を

芻
緘

証
眼

で
払

し
度
有

弓
続

ー
効

Q

内

　

　

　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　

　　　　
　
　　
　　　
　　　　　　
　

　　　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　

　

　　　　　　　
　
　　
　　　　　　　　　　
　　　　
　

　　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

は

つ
を

、
(

き
者

用
非
額

一
に
れ
認

日

に
付

険
被

納
交

せ
場

淌

に
合

し
年
と
険

適
税
減

同

で
さ
額

鋭
め
交

保

、
滞

を

わ
役

末
人
割
だ

前

る
保

額
民
額

の
ま
額

減

月
た

の

被
常

の
証

合
村

歳

1
据

た

、
す
被

満
被

琥
同
と

度
住
担

月
額
減

額
7

る
証

期

通
料
者

、
=

崎
は
負

ち
当
①

②

③

飼
負

と
度

が
胆
年
な

い

短

険
険

綱
高
群馬県後期高齢者医療広域連合 毬027‐256‐7125

住民課 台63‐2 111 (内線63)

●
手
軽
で
簡
単
な
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
を
こ
の
機
会
に
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
●

高
山
村
で
は
、
国
の
補
助
事

業
を
活
用
し
、
村
内
に
光
フ
ァ

イ
バ
網
を
整
備
し
て

｢フ
レ
ッ

ツ
光
｣
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
中
で

す
。こ

の
た
び

『パ
ソ
コ
ン
は
苦

手
だ
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
難

し
い
』
等
の
理
山
で
、
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
い
た
だ
い
て
い
な
い

村
民
の
皆
様
に
も
、
簡
単
に
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
N
T

T
東
日
本
の
協
力
の
も
と
、
昨

今
注
目
さ
れ
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ

ト

(タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
端
末
)
を

使
っ
た
未
利
用
者
向
け
無
料
体

験
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
教
室
は
中
高
年
の
方

に
も
優
し
い
体
験
教
室
と
な
っ

て
い
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
た
手
軽
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
体
験
し

て
下
さ
い
。

後期高齢者医療被保険者証の更新について

8月 1日から保険医療機関で御提示いただく ｢後期
高齢者医療被保険者証｣ が新しくなります。 新しい被
保険者証の色は ｢緑色｣です。今までの被保険者証 ｢灰
色｣ は8月以降御使用できなくなりますので、 新しい
被保険者証を7月中にお手元に届くように郵送いたし

険
も

　　　
　
　
　
　　

7月末までの自己負担割合は同一世帯の被保険者
の今年度 (平成25年度) の住民税課税所得により判
定されます。 住民税課税所得が145万円以上の方は
3 割負担、 145万円未満の方は 1割負担となります。
なお、 平成24年 12月 31月時点で世帯主であって、 同

一世帯に合計所得38万円以下の19歳未満の世帯員が

いる場合には、 世帯員の年齢と人数に応じた額 (①

て見られた ぽい場□は、 市町村に置いてあります

｢個ノV情報保護シール｣ を御利用ください。
なお、 臓器提供意思表示欄への記入は被保険者の

任意ですので、 必ず記入しなければならないもので

臓器移植に関する法律が改正され、 国や地方公共

団体では移植医療に関する啓発を行うことになりま
した。 そのため群馬県後期高齢者医療広域連合にお

いても平成23年度から被保険者証の様式を改正して、
臓器提供に関する意思表示欄を設けています。
被保険者証裏面の臓器提供意思表示欄に記入をす

ることで、 臓器を提供するか、 しないかの意思を表

○被保険者証裏面の臓器提供意思表示欄について

新しい保険者証が届きましたら住所、 氏名等
していただき、 8 月から御使用くださいます

う

ら
用は鷲

鷺榊
絲

　
　

日月7
-

て
負

ず

廉
縦
頃
聽
髭
鰓
鯛
厭
忌
齢
剃
總
轟

い

己

･

○自己負担割合について

中

険

だ
ま

す
療

T

X
る

面

を

す

い

く

◆
日
時

平
成
25
年
7
月
30
日

嗣

。
川

午
後
2
時
か
ら

　
　
　師

◆
場
所

い
ぶ
き
会
館
3
階

"郷
r

′

◆
申
込
先

(先
着
幻
名
)

　

　　　｢

高
山
村
役
場
･
地
域
振
興
課

熟
r-
-
謝

8
6
3
-
2
1
1
1

“
拘

雑

月

保

た

し

面
関
医

め
年
｣
裏
;

ま
な

愛

慕

＼

b

に

“
‐
威

信

5

年
所

、

三

ら
保
は
降
7

い
い
た

裏

に
植
た

お
関

証
臓

き
く
憲

器

で
ん

合

で
平

ご
質
滋
計

は

強

力
被
色

以
を

し

て

い

証
植
移
の
成
に
者

、
で
た
離
職

の

せ

割

ま
て

す

、
成

合

に

装

日
療

の
自
証

新

し

い

者
移

は
そ

平
供
険

で
が
れ
醇

＼
す
ま

担
末
度

ま
肛

平

に
台

姥

ー
医
証
8

者

、
を

願

険

器

で

o
も
提
保

と
と
ら
崎

お

で
り

負
月
年

れ
負

、
帯

揚

物

保
臓

体
た

て
器
被

こ

こ
兄
彫
な

意
あ

X

8

齢
険

｣
保

す
な
確

う

被

団

し

い
蹴

る
す

て
府

任

は

目

の
定
3

な

一
い

沁
が

高
保

色
被

ま

の

よ

0

0

小
判

月
著
者

は
険

0

お
認

お

己
7

今

さ
割

お
世

る
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請

車

1
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申

動

　
　
　　
　

　
　
　
　

り

熟

し

※運転免許証の返納手続き先は、 警察署になります。
4 申請の際に必要なもの
①運転経歴証明書交付手数料助成及び回数券等交付申請書

(名没場にあります。)
②中譜による運転免許の取消通知書及び返納した自動車運
転免許証

③運転経歴証明書交付手数料 (1,000円) の群馬県証紙を
購入した際の領収書

④本人名義の通帳 (運転経歴証明書交付千数料を振込ます)

高齢者の運転免許証自主返納をされる方へ ~ 以下の支援が申請にょり受↓ナられます~

納
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7
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8
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…
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※
4
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②
③
④
⑤
う

直通省"0279一26一 7942

自主返納した時のみ 1回限りです。
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象
成
高
援
記
ま
山
老
山
人
成
鼈
民
民
交
請
①

開平灰笈下熱餅敬餅老鋤鎚鋭滯
へ坤職

敬老バスカード 3 ,000円券 ( 1 枚4 ,350円分) 10枚
②中山本宿から東吾妻町方面行き

老人特殊回数券 3 ,000円券 ( 1 枚4 ,500円分) lo枚
③助成金 30 ,000円
④運転経歴証明書の交付手数料を助成 (後日指定口座に振込)
⑥住民基本台帳カード (写真付き) の交付手数料を助成
※住民基本台帳力一 団ま住民基本台帳に登録されている方

村に住民登録 ･外国人登録している65歳以上の方
　
回数券①②③のいずれか 1つと④⑤の支援が受け

交通安全活動写真コンクール/第3回 高齢者交通事故防止ポスターデザイン募集
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(一財)群馬県交通安全協会では、交通安全活動の写真と

高齢者交通事故防止ポスターデザインを募集しています。
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群馬テレビ㈱ ･㈱エフエム群馬

｢地
震
へ
の
備
え
は
で
き
て
い

ま
す
か
?
』無
料
で
木
造
住
宅

の
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す

｢安
心
安
全
な
む
ら
づ
く
り
｣
の
推
進

を
図
る
た
め
木
造
住
宅
を
対
象
に
無
料
で

耐
震
診
断
者
を
派
遣
し
、
耐
震
診
断
を
行

い
、
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
住
宅
頂①
昭
和
弱
年
5
月
引
日
以
前
に

着
工
し
た
一
戸
建
て
住
宅
又
は
併
用
住
宅

(住

宅
部
分
の
床
面
積
が
1
/
2
以
上
の
住
宅
)

②
平
屋
建
て
又
は
2
階
建
て
の
住
宅

③
在
来
軸
組
構
法
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
住
宅

対
象
者

"
①
高
山
村
に
住
所
を
付
し
、

対
象
住
宅
の
所
有
者
か
つ
居
住
者

②
村
税
及
び
使
用
料
等
の
滞
納
が
な
い
者

募
集
期
間
"
平
成
25
年
7
月
1
H

(月
)

~
平
成
お
年
u
月
29
日

(金
)
ま
で

募
集
戸
数
M
本
年
度
は
、
5
戸

(先
着
順
)

耐
震
診
断
を
行
う
者
"
(社
)
群
馬
県
建

築
士
事
務
所
協
会
に
登
録
さ
れ
た
木
造
住

宅
耐
震
診
断
調
査
資
格
者

耐
震
診
断
の
内
容
"
設
計
図
等
を
基
に
現
地

調
査
を
行
い
、
ど
の
部
分
が
地
震
に
弱
く
て

倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
等
に
つ
い
て
診

断
を
行
い
ま
す
。
(耐
震
改
修
の
方
法
に
つ

い
て
、
診
断
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。)

用
意
す
る
も
の

“
間
取
り
、
壁
、
戸
、
窓
、

筋
交
い
の
位
置
が
明
示
さ
れ
た
平
面
図
等

が
必
要
で
す
。

※
原
則
、
図
画
等
が
な
い
場
合
は
耐
震
診

断
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

費
用
"
無
料

(た
だ
し
、
耐
震
診
断
者
の

交
通
費
実
費
分
は
個
人
負
担
)

申
し
込
み
先

“
高
山
村
役
場

農
政
課

住
宅
係

管
0
2
7
9
-
6
3
-
2
1
1
1

内
線
5
2

ぐ
ん
ま
の
木
で
家
づ
く
り
支
援

事
業
補
助
金

5
1
0
0
万
円
を
上
限
に
県
産
木
材
使
用

住
宅
に
補
助
し
ま
す
j

群
馬
県
で
は
、
ぐ
ん
ま
優
良
木
材

(群

馬
県
内
産
木
材
を
使
用
し
た
認
証
製
材
品
)

を
構
造
材
ま
た
は
内
装
材
に
使
用
し
て
、

県
内
に
自
分
の
-居
住
用
の
住
宅
を
建
築
ま

た
は
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
に
、
費
用
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
額
は
、
最
高
1
0
0
万
門
で
、
募

集
戸
数

(予
算
)
の
範
囲
内
で
申
請
の
先

着
順
に
補
助
し
ま
す
。

●
構
造
材
補
助

(募
集
戸
数

8
0
0
戸
)

｢ぐ
ん
ま
優
良
木
材
｣
を
構
造
材
に
60
%

以
上
使
っ
た
新
築
住
宅
の
建
設
･
購
入
に

対
し
て
補
助
し
ま
す
。

補
助
額
は
、
柱
材
の
太
さ
、
延
べ
床
面

積
と
ぐ
ん
ま
優
良
木
材
の
使
用
割
合
に
応

じ
て
20
万
円
5
鋤
万
円
、
更
に
、
基
準
を

満
た
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
の
場
合
は
、

20
万
円
を
上
乗
せ
し
て
補
助
し
ま
す
。

●
内
装
材
補
助

(募
集
戸
数

関
戸
)

｢ぐ
ん
ま
優
良
木
材
｣
を
内
装
材
に
m

m
以
上
使
っ
て
、
新
築
住
宅
を
建
設
･
購

入
ま
た
は
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
に
補
助

し
ま
す
。

補
助
額
は
、
3
,
0
0
0
円
/
m

(上

限
額
15
万
円
)
で
す
。

●
申
込
先

ぐ
ん
ま
優
良
木
材
品
質
認
証

セ
ン
タ
ー

(管
0
2
7
-
2
6
6
ー
8
2

2
0

F
A
X
0
2
7
--
2
6
6
--
8
2

2
3
)

●
問
い
合
わ
せ
先

前
記
申
込
先
ま
た
は

高
山
村
役
場
農
政
課

(公
0
2
7
9
-
2

6
-
7
9
5
1

F
A
X
0
2
7
9
-
6

3
-
2
7
6
8
)
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放
射
線
量
等
の
測
定
結
果

災
害
廃
棄
物
受
け
入
れ
終
了

昨
年
の
4
月
17
日
に
受
け
入
れ
を
発
表
し
、
6
月

か
ら
受
け
入
れ
が
始
ま
っ
た
災
害
廃
棄
物
の
広
域
処

理
。
そ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
1
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

1
年
間
と
い
う
当
初
の
予
定
通
り
、
6
月
7
H
搬

入
分
を
最
後
に
受
け
入
れ
完
了
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
間
、
岩
手
県
宮
古
市
か
ら
受
け
入
れ
た
災
害
廃
棄

物
は
、
7
5
4

･
2
2
ト
ン
と
な
り
ま
し
た
。

受
け
入
れ
に
際
し
、
宮
古
市
長
か
ら
感
謝
の
手
紙

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
被
災
者
の
み
な

ら
ず
宮
古
市
民
な
ら
び
に
宮
古
広
域
の
住
民
が
感
謝

し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
恩
を
励
み
に
復
興
へ

ま
い
進
す
る
決
意
が
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

震
災
で
発
生
し
た
膨
大
な
が
れ
き
の
量
か
ら
す
れ

ば
、
わ
た
し
た
ち
が
受
け
入
れ
た
量
は
ほ
ん
の
わ
ず

か
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
全
国
に
先
駆
け
て

受
け
入
れ
を
決
断
し
た
吾
妻
東
部
3
力
町
村
の
持
つ

意
義
は
、
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
何
よ
り
、
い
ち
早
く
受
け
入
れ
を
理
解
し

/
承
し
て
く
れ
た
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
決
断
と
温
か

い
気
持
ち
に
は
、
何
よ
り
も
代
え
難
い
大
き
な
財
産

と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ー　　　　
　

　　
　　　

中
洲

吾
妻
棄
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
災
害
廃
棄
物
の
受
入
結

果
を
報
告

受
け
入
れ
た
災
害
廃
棄
物
の
デ
ー
タ

受
入
内
容

可
燃
系
混
合
廃
棄
物

(木
く
ず
、
紙
く

ず
、
繊
維
く
ず
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
混
合
物
)

受
入
期
間

平
成
24
年
6
月
8
日
か
ら
平
成
25
年
6

月
7
日
ま
で
の
1
年
間

搬
入
総
量

7
5
4
･
2
2
ト
ン

(通
常
の
一
般
廃

棄
物
の
24
ロ
分
)

搬
入
台
数

1
8
1
台

(1
日
1
台
搬
入

･
1
回
平

均
4

･
1
7
ト
ン
)

放
射
性
物
質
の
測
定
は
、
宮
古
市
か
ら
の

｢搬
出

時
｣
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
の

｢受
入
時
｣
、
最
終
処
分

場
で
の

｢埋
立
時
｣
に
毎
回
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

測
定
の
結
果
は
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
受
け
入
れ
基
準
を
超
え
る
線

量
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

受
け
入
れ
た
災
害
廃
棄
物
は
、
一
貫
し
て
通
常
の
可
燃

物
と
変
わ
ら
な
い
も
の
で
し
た
。
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

衛
生
セ
ン
タ
ー
で
の
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
は

こ
れ
で
終
了
し
ま
す
が
、
全
国
的
な
災
害
廃
棄
物
の

処
理
率
は
鞘
パ
ー
セ
ン
ト

(4
月
末
現
在
、
環
境
省

発
表
)
と
ま
だ
ま
だ
復
興
は
途
上
で
す
。

今
後
も
、
吾
妻
東
部
3
力
町
村
そ
れ
ぞ
れ
が
、
何

ら
か
の
形
で
東
北
の
被
災
地
支
援
に
関
わ
っ
て
い
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

ど
う
か
皆
さ
ん
も
、
引
き
続
き
東
北
の
被
災
地
の

こ
と
を
考
え
、
支
援
を
続
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

災
害
廃
棄
物
の
広
域
処
理
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

吾
妻
東
部
衛
生
施
設
組
合

(吾
妻
東
部
衛
生
セ
ン
タ

ー
)
鯰
7
5
-
2
0
9
9

※
放
射
性
物
質
の
測
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ニ
℃
"
≦
≦
蓬

ゅ
m
ゅ
続
こ
ヨ
凹
ぢ
け
こ
の
潴
の
瀦
g
言
･き
＼き

き
ん舳
綴批

鞠

　　　
　
　
　 ★帯か7月に細めていとえ“発等てす,
一 村

県
民
税

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

国
民
健
康

保
険
税

介
護
保
険
料

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

上
･下
水
道

使
用
料

頌 ●

胡 ● ●

鯛 ●

覆
}

★ ★ ★ ★ ★

胡 ● ● ● ●
日
レ

9 ● ● ● ●
10月 ● ● ● ● ●
11月 ● ● ● ●
1 2月 ● ● ●

日
“

● ● ● ● ● ●
月(と ● ● ●

胡 11
14一 ｣ ● ● ● ●

艇競 税金は 社会を支える あなたの会費

◆ 平成25年7月 T日
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